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森
林
か
ら
得
ら
れ
る
木
材
は
、
古
く
は
薪
や
木
炭
と

し
て
、
現
在
は
建
築
や
家
具
の
材
料
、
紙
の
原
料
と
し

て
も
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
資
源
で
あ

る
。
近
年
は
特
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
森
林
管
理
に
基
づ
い

た
木
材
の
有
効
利
用
は
、
地
球
温
暖
化
の
緩
和
や
持
続

可
能
な
社
会
を
目
指
す
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
。
特

に
温
暖
化
対
策
と
し
て
は
、
木
材
の
樹
木
が
成
長
過
程

で
大
気
中
か
ら
吸
収
固
定
し
た
炭
素
を
伐
採
後
も
建
築

物
な
ど
へ
長
期
間
貯
蔵
し
続
け
る
効
果
（
炭
素
貯
蔵
効

果
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
木
材
よ
り
も
生

産
・
加
工
な
ど
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
化
石
燃

料
消
費
量
が
大
き
い
材
料
を
木
材
へ
代
替
す
る
こ
と
に

よ
り
、
化
石
燃
料
消
費
量
を
減
ら
す
効
果
（
材
料
代
替

効
果
）や
、化
石
燃
料
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
代
替
す
る
こ
と
に
よ
り
、
化
石
燃
料
消
費
量
を
減
ら

す
効
果
（
燃
料
代
替
効
果
）
も
期
待
で
き
、
京
都
議
定

書
や
パ
リ
協
定
と
い
っ
た
国
際
的
な
取
り
組
み
で
も
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
世
界
と
日
本
の
木
材

利
用
の
こ
れ
ま
で
の
状
況
を
概
観
し
た
後
、
特
に
木
材

の
炭
素
貯
蔵
効
果
を
取
り
上
げ
、
京
都
議
定
書
や
パ
リ

協
定
で
の
木
材
の
役
割
や
動
向
を
紹
介
し
、
私
た
ち
の

生
活
の
中
に
あ
る
木
材
が
炭
素
の
貯
蔵
庫
と
し
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
。

世
界
の
木
材
利
用
は
半
世
紀
で
１・６
倍
に
増
加

ま
ず
、
世
界
の
木
材
利
用
の
こ
れ
ま
で
の
変
化
を
炭

素
量
で
見
て
み
よ
う
。
図
１
は
１
９
６
１
～
２
０
１
８

年
の
世
界
の
年
間
丸
太
利
用
量
（
炭
素
量
）
の
推
移
を

示
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
の
世
界
の
丸
太
利
用
量
は

約
９
億
炭
素
ト
ン
（
ｔ

－

Ｃ
）
／
年
と
推
定
さ
れ
、
過

去
57
年
間
で
約
１
・
６
倍
に
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
、

産
業
用
丸
太
は
主
に
製
材
、合
板
な
ど
の
木
質
パ
ネ
ル
、

紙
の
原
料
の
パ
ル
プ
用
チ
ッ
プ
な
ど
に
加
工
・
利
用
さ

れ
る
が
、
そ
の
利
用
量
は
こ
の
間
２
倍
に
増
え
、
近
年

は
特
に
中
国
の
増
大
が
著
し
い
。
１
９
９
０
年
代
前
半

の
利
用
量
の
減
少
傾
向
は
１
９
９
１
年
の
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
崩
壊
、
２
０
０
９
年
の
急
激
な
減
少
は
前
年
に
起
き

た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
経
済
の
悪
化
が
影

響
し
て
い
る
。
一
方
、
燃
料
用
丸
太
は
２
０
１
８
年
に

産
業
用
丸
太
と
ほ
ぼ
同
量
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
近
年
先
進
国
を
中
心
に
高
性
能

技
術
と
と
も
に
導
入
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
で

は
な
く
、
主
に
途
上
国
に
お
け
る
伝
統
的
な
薪
炭
利
用

で
あ
る
。

日
本
の
木
材
利
用
は
近
年
増
加
傾
向

次
に
、
日
本
の
木
材
利
用
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

図
２
は
１
９
５
５
～
２
０
１
７
年
の
日
本
の
年
間
木
材

利
用
量
の
推
移
を
炭
素
量
で
示
し
て
い
る
。
戦
後
の

復
興
と
そ
の
後
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
利
用
量

は
大
き
く
増
え
、
１
９
７
３
年
に
過
去
最
高
の
約
０
・

28
億
ｔ

－

Ｃ
／
年
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
、
第
一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
減
少
と
増
加
を
繰
り
返
し
、

１
９
９
０
年
代
中
頃
ま
で
０
・
25
億
ｔ

－

Ｃ
／
年
前
後

で
推
移
し
た
。
１
９
９
７
年
の
消
費
税
増
税
前
の
ピ
ー

ク
を
最
後
に
減
少
傾
向
に
転
じ
、
特
に
、
２
０
０
９
年

は
前
年
に
起
こ
っ
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に

よ
っ
て
約
０
・
15
億
ｔ

－

Ｃ
／
年
ま
で
大
幅
に
減
少

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
徐
々
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
２
０
１
７
年
に
は
約
０
・
19
億
ｔ

－

Ｃ
／
年
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
用
途
ご
と
に
見
る
と
、
製
材
用
材
の

約
８
割
は
建
築
用
で
、
特
に
木
造
住
宅
の
需
要
に
大
き

く
影
響
を
受
け
る
。
利
用
量
は
１
９
７
３
年
に
ピ
ー
ク

に
達
し
た
後
、
木
造
住
宅
着
工
数
と
と
も
に
減
少
し
、

２
０
０
９
年
に
過
去
最
低
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
ピ
ー

ク
時
の
４
割
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
合
板
用
材
も
製

材
用
材
と
同
様
に
主
に
木
造
住
宅
の
動
向
に
影
響
さ
れ

る
。
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
材
は
、
紙
・
板
紙
の
需
要
に

大
き
く
依
存
し
、
１
９
９
０
年
代
前
半
ま
で
急
成
長
を

遂
げ
た
。
し
か
し
、
１
９
９
５
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

後
は
減
少
傾
向
が
続
き
、
２
０
０
９
年
に
は
大
幅
に
減

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
あ
る
木
材
は
炭
素
の
貯
蔵
庫

その９

東
京
農
工
大
学
　
加
用 

千
裕

森林と
自然エネルギー
を再考する

森林と
自然エネルギー
を再考する



37

少
し
た
。
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

燃
料
材
は
１
９
６
０
年
代
ま
で
薪
や
木
炭
な
ど
の
燃
料

形
態
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
後
の
化
石
燃
料
の
台
頭
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
利
用
さ

れ
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
注
目
を
背
景
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
再
び
利
用
量
が
増
加
し
て
い
る
。
現
在
は

発
電
や
熱
供
給
用
の
チ
ッ
プ
、
ペ
レ
ッ
ト
、
薪
、
炭
な

ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

京
都
議
定
書
か
ら
パ
リ
協
定
へ

京
都
議
定
書
は
、
１
９
９
７
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ

た
第
３
回
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ

О
Ｐ
３
）
で
採
択
さ
れ
た
議
定
書
で
あ
り
、
先
進
国
の

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
定

め
て
い
る
。
こ
の
議
定
書
で
は
、
削
減
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
を
活
用
す
る

こ
と
も
認
め
て
い
る
。
２
０
０
８
～
２
０
１
２
年
の
第

一
約
束
期
間
に
は
、
森
林
か
ら
伐
採
・
搬
出
さ
れ
た
木

材
（
伐
採
木
材
製
品
：
Ｈ
Ｗ
Ｐ
）
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る

炭
素
は
搬
出
時
点
で
大
気
中
に
排
出
さ
れ
る
と
見
な
す

こ
と
と
な
り
、
建
築
物
な
ど
に
長
期
間
利
用
さ
れ
て
い

て
も
そ
の
炭
素
貯
蔵
量
の
変
化
は
評
価
し
な
い
決
ま
り

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
１
３
～
２
０
２
０
年
の
第

二
約
束
期
間
に
は
、
Ｈ
Ｗ
Ｐ
の
炭
素
貯
蔵
量
の
年
変
化

を
各
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
報
告
に
計
上

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
Ｈ
Ｗ
Ｐ
の
貿
易
上
の
取
り

扱
い
で
あ
る
。
Ｈ
Ｗ
Ｐ
は
輸
出
入
に
よ
っ
て
国
間
を
移

動
す
る
た
め
、
輸
出
入
材
を
ど
こ
の
国
の
Ｈ
Ｗ
Ｐ
と
し

て
計
上
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
蓄
積
変

化
法
、
大
気
フ
ロ
ー
法
、
生
産
法
な
ど
、
Ｈ
Ｗ
Ｐ
の
貿

易
上
の
取
り
扱
い
が
異
な
る
複
数
の
評
価
ア
プ
ロ
ー
チ

が
過
去
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
提
案
・
議
論
さ
れ
て
き

た
。
例
え
ば
、
蓄
積
変
化
法
は
自
国
で
利
用
さ
れ
る
Ｈ

Ｗ
Ｐ
を
対
象
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、自
国
内
で
生
産
・

利
用
さ
れ
る
Ｈ
Ｗ
Ｐ
に
加
え
て
、
他
国
か
ら
輸
入
さ
れ

る
Ｈ
Ｗ
Ｐ
は
対
象
と
な
る
が
、
他
国
へ
輸
出
さ
れ
る
Ｈ

Ｗ
Ｐ
は
対
象
と
な
ら
な
い
（
文
献
１
）。
一
方
、
生
産

法
は
自
国
の
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
た
Ｈ
Ｗ
Ｐ
を
対
象
と

す
る
も
の
で
、
輸
出
さ
れ
る
Ｈ
Ｗ
Ｐ
は
対
象
と
な
る
一

方
、
輸
入
さ
れ
る
Ｈ
Ｗ
Ｐ
は
対
象
外
と
な
る
（
文
献

１
）。
各
国
の
貿
易
状
況
は
異
な
る
た
め
、
ど
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
用
い
る
か
に
よ
っ
て
有
利
あ
る
い
は
不
利
に

な
る
国
が
出

て
く
る
。
例

え
ば
、
輸
入

材
に
依
存
し

な
が
ら
木
材

利
用
量
を
増

や
し
て
い
る

国
は
蓄
積
変

化
法
が
有
利

に
な
り
、
木

材
生
産
量
や

輸
出
量
が
増

え
て
い
る
国

は
生
産
法
が

有
利
に
な

る
。
こ
の
よ

う
な
問
題
に

関
し
て
国
際

的
に
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
２
０
１
１
年
の
Ｃ

О
Ｐ
17
に
て
、
京
都
議
定
書
の
第
二
約
束
期
間
に
は
生

産
法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
文
献
２
）。
こ

の
第
二
約
束
期
間
の
生
産
法
で
は
、
対
象
と
な
る
Ｈ
Ｗ

Ｐ
は
製
材
、
木
質
パ
ネ
ル
（
合
板
・
木
質
ボ
ー
ド
）、
紙
・

板
紙
に
限
定
さ
れ
、
自
国
の
森
林
か
ら
伐
採
さ
れ
た
丸

太
の
う
ち
他
国
の
Ｈ
Ｗ
Ｐ
の
生
産
の
た
め
に
輸
出
さ
れ

た
丸
太
は
ど
こ
の
国
に
も
計
上
さ
れ
な
い
、
木
材
の
材

積
か
ら
炭
素
量
へ
換
算
す
る
係
数
に
蓄
積
変
化
法
（
前

述
）
よ
り
も
小
さ
い
値
が
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
特

徴
が
あ
る
（
文
献
３
）。

京
都
議
定
書
後
の
国
際
条
約
で
あ
る
パ
リ
協
定
は
、

２
０
１
５
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
О
Ｐ
21
で
採
択

図１　世界の年間丸太利用量（炭素量）の推移

出典：国連食糧農業機関（FAO）「FAOSTAT」の丸太消費量（㎥／年）、気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）の炭素換算係数（0.229t-C ／㎥）（文献３）に基づき著者作成

図２　日本の年間木材利用量（炭素量）の推移

出典：林野庁「木材需給表」の木材需要量（㎥／年）、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
の炭素換算係数（0.229t-C ／㎥）（文献３）に基づき著者作成
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さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
削
減
に
全
世
界
が
取
り

組
む
２
０
２
０
年
以
降
の
新
た
な
枠
組
み
で
あ
る
。
こ

の
パ
リ
協
定
に
お
い
て
も
、
Ｈ
Ｗ
Ｐ
に
ど
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
採
用
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
２
０
１
８
年
の

Ｃ
О
Ｐ
24
に
て
、
国
ご
と
の
事
情
に
配
慮
し
、
各
国
が

自
由
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
選
択
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
同
時
に
、
Ｈ
Ｗ
Ｐ
の
炭
素
貯
蔵
量
が
世
界
全
体

で
過
大
・
過
小
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、

京
都
議
定
書
の
第
二
約
束
期
間
に
採
用
さ
れ
た
生
産
法

を
共
通
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
、
そ
の
数
値
を
各
国
の
イ
ン

ベ
ン
ト
リ
報
告
に
補
足
情
報
と
し
て
示
す
こ
と
も
決

ま
っ
た
（
文
献
４
）。

木
材
は
炭
素
の
貯
蔵
庫

で
は
、
世
界
に
Ｈ
Ｗ
Ｐ
の
炭
素
貯
蔵
量
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
だ
ろ
う
。
図
３
は
１
９
６
１
～
２
０
１
６
年

の
世
界
の
Ｈ
Ｗ
Ｐ
の
炭
素
貯
蔵
量
と
そ
の
年
変
化
の
推

移
を
示
し
て
い
る
（
文
献
５
）。
各
国
内
で
利
用
さ
れ

る
Ｈ
Ｗ
Ｐ
を
対
象
と
す
る
蓄
積
変
化
法
（
前
述
）
で

は
、
２
０
１
６
年
の
炭
素
貯
蔵
量
は
世
界
全
体
で
約

73
億
ｔ

－

Ｃ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
１
９
６
１
年
以
降

増
加
し
続
け
、
過
去
55
年
間
で
２
・
５
倍
の
大
き
さ
に

な
っ
た
。
ま
た
、
炭
素
貯
蔵
量
の
年
変
化
は
２
０
１
５

～
２
０
１
６
年
が
約
１
・
１
億
ｔ

－

Ｃ
／
年
で
最
も
大

き
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
世
界
の
年
間
丸
太
利

用
量
（
図
１
）
の
約
12
％
に
相
当
す
る
炭
素
が
貯
蔵
量

と
し
て
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
世
界
の
森
林

減
少
な
ど
の
土
地
利
用
変
化
に
よ
る
年
間
炭
素
排
出
量

（
文
献
６
）の
約
９
％
、
森
林
を
含
む
陸
域
生
態
系
の
年

間
炭
素
吸
収
量
（
文
献
６
）
の
約
４
％
に
相
当
し
、
地

球
上
の
炭
素
循
環
に
影
響
を
及
ぼ
す
大
き
さ
で
あ
る
。

国
ご
と
に
も
見
て
み
よ
う
。
図
４
は
蓄
積
変
化
法
に

よ
る
２
０
１
６
年
の
Ｈ
Ｗ
Ｐ
の
炭
素
貯
蔵
量
の
各
国
分

布
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
１
は
２
０
１
６
年
の
炭

素
貯
蔵
量
の
上
位
10
カ
国
を
示
し
て
い
る
。
炭
素
貯
蔵

量
は
大
き
い
順
に
、ア
メ
リ
カ
、中
国
、ロ
シ
ア
、日
本
、

出典：（文献５）に基づき著者作成

図３　世界の HWP の炭素貯蔵量と年変化の推移

図４　蓄積変化法による 2016 年の HWP の炭素貯蔵量の各国分布（単位：百万ｔ－Ｃ）

出典：（文献５）

図５　京都議定書の第二約束期間の生産法による 2016 年の HWP の炭素貯蔵量の
各国分布（単位：百万ｔ－Ｃ）

出典：（文献５）
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ド
イ
ツ
と
な
っ
た
。炭
素
貯
蔵
量
の
年
変
化（
２
０
１
５

～
２
０
１
６
年
）
は
大
き
い
順
に
、
中
国
、
ア
メ
リ

カ
、
ト
ル
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
と
な
り
、
中
国
が

特
に
大
き
く
世
界
全
体
の
年
変
化
の
７
割
近
く
を
占
め

て
い
た
。
ま
た
、
国
土
面
積
当
た
り
の
炭
素
貯
蔵
量
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
、
マ
ル
タ

が
大
き
い
。
こ
れ
ら

の
国
々
は
人
口
密
度

が
高
い
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
人
口
当
た

り
の
炭
素
貯
蔵
量
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ラ

ト
ビ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

い
っ
た
国
々
が
大
き

く
、
い
ず
れ
も
欧
州

諸
国
で
あ
っ
た
。
炭

素
貯
蔵
量
の
総
量
が

大
き
い
ア
メ
リ
カ
や

中
国
は
国
土
面
積
あ

る
い
は
人
口
当
た
り

の
炭
素
貯
蔵
量
で
は

上
位
国
に
な
っ
て
い

な
い
。
日
本
は
炭
素

貯
蔵
量
の
総
量
が
世

界
第
４
位
、
国
土
面

積
当
た
り
の
炭
素
貯

蔵
量
が
世
界
第
７
位

で
あ
り
、
木
材
に
よ

る
炭
素
貯
蔵
庫
と
し
て
世
界
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

パ
リ
協
定
以
降
も
世
界
共
通
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る

京
都
議
定
書
の
第
二
約
束
期
間
の
生
産
法
（
前
述
）
に

つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
２
０
１
６
年
の
世
界
全
体
の

炭
素
貯
蔵
量
（
図
３
）
は
約
50
億
ｔ

－

Ｃ
、
２
０
１
５

～
２
０
１
６
年
の
炭
素
貯
蔵
量
の
年
変
化
は
約
０
・

８
億
ｔ

－

Ｃ
／
年
と
な
り
、
蓄
積
変
化
法
の
７
割
に
と

ど
ま
っ
た
。
生
産
法
は
自
国
の
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
た

Ｈ
Ｗ
Ｐ
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
て
、
蓄
積
変
化
法
は

自
国
で
利
用
さ
れ
た
Ｈ
Ｗ
Ｐ
を
対
象
と
す
る
た
め
、
二

つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
炭
素
貯
蔵
量
が
国
レ
ベ
ル
で
異
な

る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
が
、
世
界
全
体
で
は
一
致

す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
前
述
し
た
通

り
、こ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
対
象
と
な
る
Ｈ
Ｗ
Ｐ
、

輸
出
丸
太
の
取
り
扱
い
、
炭
素
換
算
係
数
な
ど
が
異
な

り
、
世
界
合
計
は
一
致
し
な
い
。
京
都
議
定
書
の
第
二

約
束
期
間
の
生
産
法
は
、
蓄
積
変
化
法
よ
り
も
炭
素
貯

蔵
量
が
小
さ
く
評
価
さ
れ
、
パ
リ
協
定
以
降
も
こ
の
生

産
法
を
用
い
る
と
、
Ｈ
Ｗ
Ｐ
の
炭
素
貯
蔵
量
は
世
界
全

体
で
保
守
的
に
見
積
も
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

国
ご
と
に
も
見
て
み
よ
う
。
図
５
は
京
都
議
定
書
の

第
二
約
束
期
間
の
生
産
法
に
よ
る
２
０
１
６
年
の
Ｈ
Ｗ

Ｐ
の
炭
素
貯
蔵
量
の
各
国
分
布
を
示
し
て
い
る
。
全
体

の
87
％
の
国
々
で
蓄
積
変
化
法
よ
り
も
生
産
法
の
炭
素

貯
蔵
量
の
方
が
小
さ
か
っ
た
。
２
０
１
６
年
の
炭
素
貯

蔵
量
は
大
き
い
順
に
、
ア
メ
リ
カ
で
約
10
・
４
億
ｔ

－

Ｃ
、
ロ
シ
ア
で
約
６
・
８
億
ｔ

－

Ｃ
、
中
国
で
約
５
・

１
億
ｔ

－

Ｃ
、
カ
ナ
ダ
で
約
４
・
１
億
ｔ

－

Ｃ
、
ド
イ

ツ
で
約
２
・
１
億
ｔ

－

Ｃ
と
な
っ
た
。
日
本
は
世
界
第

６
位
の
約
１
・
９
億
ｔ

－

Ｃ
で
あ
り
、
生
産
法
で
も
炭

素
貯
蔵
量
の
大
き
い
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

木
材
利
用
に
よ
る
有
効
な
温
暖
化
対
策
に
向
け
て

本
稿
で
は
、
木
材
利
用
に
よ
る
炭
素
貯
蔵
効
果
を
主

に
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
を
温
暖
化
対
策
と
し
て
有
効

な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
木
材
の
供
給
源
で
あ

る
森
林
の
持
続
的
管
理
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

木
材
利
用
を
促
進
し
人
間
社
会
に
お
け
る
炭
素
貯
蔵
量

を
増
や
し
て
も
、
そ
れ
が
森
林
減
少
を
引
き
起
こ
し
森

林
自
体
の
炭
素
貯
蔵
量
を
減
ら
し
て
し
ま
っ
て
は
逆
効

果
で
あ
る
。
持
続
的
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
森
林
か
ら

木
材
を
生
産
し
、
そ
の
後
は
再
植
林
を
行
い
、
森
林
に

よ
る
炭
素
貯
蔵
量
を
維
持
あ
る
い
は
増
加
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
木
材
は
材
料
代
替
や
燃

料
代
替
に
よ
っ
て
化
石
燃
料
の
消
費
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
炭
素
貯
蔵
の
機
能
以
上
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
期
待
で
き
る
。生
産
・

加
工
時
の
化
石
燃
料
消
費
量
が
大
き
い
他
材
料
を
転
換

し
な
が
ら
木
材
利
用
を
推
進
し
、
木
材
の
生
産
・
加
工
・

使
用
後
に
発
生
す
る
林
地
残
材
、
加
工
残
材
、
使
用
済

み
廃
木
材
な
ど
を
有
効
に
再
利
用
す
る
な
ど
、
化
石
燃

料
依
存
か
ら
脱
却
す
る
方
策
を
総
合
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

炭素貯蔵量
（百万 t-C）

アメリカ 中国 ロシア 日本 ドイツ ブラジル カナダ フランス イギリス スウェーデン
1405.63 1083.82 919.91 396.00 320.51 220.95 196.96 150.68 149.81 138.79

炭素貯蔵量の年変化
（百万 t-C ／年）

中国 アメリカ トルコ ブラジル カナダ ポーランド ドイツ インド スウェーデン ベトナム
72.22 7.16 3.31 2.74 2.58 2.10 2.07 1.73 1.60 1.58

国土面積当たり炭素貯蔵量
（t-C ／ ha）

シンガポール バルバドス ベルギー ルクセンブルグ マルタ オランダ 日本 バーレーン ドイツ 韓国
103.83 12.23 11.95 11.76 11.01 10.79 10.48 10.23 8.96 7.76

人口当たり炭素貯蔵量
（t-C ／人）

スウェーデン ラトビア ベラルーシ エストニア フィンランド スロベニア ロシア オーストリア デンマーク ノルウェー
14.11 10.77 8.68 8.57 8.11 7.03 6.39 5.87 5.80 5.47

表１　蓄積変化法による 2016 年の HWP の炭素貯蔵量の上位 10 カ国

出典：（文献５）に基づき著者作成


